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Summary

Japanesefoodconsumptionhaschangedgreatlyunderimprovementinthe

incomelevelbyhigheconomicgrowthinorafter1960･Especially,exteriorlZlnglS

progresslnginthecontentsofeatinghabitsinconnectionwithchangeofalifestyleand

foodconsciousness.Alsofoodserviceindustrysupplyvariousservicecorrespondingto

consumerneeds･Environment surroundingconsumerischanglng,andconsumption

behaviorisgra血allychanglngtoo.Generallythehumanactiondependonasubjective

judgment･Sothepu叩OSeOfthispaperistoanalyzetheconsumerbehavioroneatingout

from1964to1997byafuzzyregressionmodel.

Asaresult,allfuzzyparametersshowedthesametrendastheparametersby

usualregressionanalysts.Buttheabsolutevalueweresmallerthanthoseofusual

regression model.Itshowed valuable sensitivity ofeatlng Outabsorbed spread

parameters.An drelativeprlCeandhabitformationeffectinfluencedtoexpenditureof

eatlngOutdirectly,butincomehadthesomekindvaguenessandinfluencedindirectlyto

expenditureofeatingout･

格 言

わが国の食生活は,1960年代以降の高度経済成長による所得水準の向上に支えられ,量と

質の両面において大きく変貌 した｡1970年代前半までの食生活変化の特徴は,洋風化 ･多様

化などという食事内容の変化にかかわるところにあった｡1970年代後半以降は,食事内容よ
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りも形態における変化が顕著にみ られるようになった｡家庭の中で調理を して食事すると

いう ｢内食｣が減 り,外で食べる ｢外食｣や調理済の惣菜などを購入 して家庭で食する ｢中

食｣の利用が増えてきている｡ このような食料の消費形態の変化は,食の外部化の進展を

示す ものである｡ 食の外部化が進展する背景には,供給 と需要の両側面における変化が影

響 し合 っている｡ 供給サイ ドにおける外食 ･中食産業の成長は もとより,需要サイ ドであ

る消費者の生活スタイルや意識の変化が食の外部化を促す大 きな要因となっている｡ 具体

的には,女性の社会進出による家事労働の機会費用の上昇,家族の生活時間が多様化 した

ことによる個食化の進行,生活行動が夜型化 し夜の食行動が一般化 したこと,食に対する

意識が変化 し食に娯楽性を求めるようになったことなどがその要因としてあげられる｡

本研究の目的は,進展著 しい食の外部化によって,食生活における地位が年 々高まって

いる外食費の支出行動を, ファジィ回帰分析を用いて解明することであるO一般に,消費

行動は外的環境の変化に対応 して徐々に変貌 し,消費者の所得や価格 に対する反応の しか

た も異なって くる｡ また,所得や価格などの経済要因のみな らず社会環境の変化に影響 さ

れ.消費者の主観的判断にも左右 される｡ とりわけ,外食行動 については,前述 したよう

に消費者の生活スタイルや食意識が反映 され,判断の主観的あいまいさの入る余地が大 き

い ものと推察 される｡そこで,消費者の主観的判断のあいまい性 に対応するために, ファ

ジィ回帰分析を適用することとした｡ ファジィ回帰分析は,可能性回帰分析 として各方面

においてその有効性が実証 されている｡食料消費行動に関 しては,金 1'らによって生鮮肉需

要への適用がなされ,年次経過による食料需要構造の変化をあらわすことに成功 している｡

しか し,まだ食料消費行動 に関する研究は少な く,外食費の支出行動への適用はなされて

いない｡本研究では,外食の支出行動の分析におけるファジィ回帰分析の有効性を検討す

るとともに,支出行動の経年的変化を示すこととした｡

分析方法

1.ファジィ回帰モデルの定式化

ファジィ回帰分析は,1965年 L.A.Zadehによって提案 されたファジィ集合の概念を田中2'

らによって定式化 されたものである.通常の回帰分析 と比較 して, メンバーシップ関数の

設定 と推計 されるパラメータが幅を持 ち,回帰モデルその ものがあいまい性を含んでいる

というところに特徴がある｡

m個の通常の入力データⅩp- (Ⅹ｡.,X,2,-,Xpn) に対応する出力データypの組 (Xp,yp)

(p-1,-･m)が与え られたとき,線形回帰式を (1)式のように仮定する｡

y- a｡+alXpl+-+a｡Xpn (1)

パラメータベ ク トル a- (ao,al,-,a｡)を推定する際,通常の回帰分析では2乗誤差の

総和が最小になるように,

甘可

min ∑ (y- a.+a.x｡.--･- anxpn )2
p==1

(2)

パラメータが求め られる｡(2)の最適解を a*- (a｡*,a了,-･,an♯) とお くと,線形回帰モ
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デルは, (3)式 となる｡

y- ao*+ a l*xl+- + an*Xn

実測値 (Xp,yp) と (3)式 よる推定値 との差 u iは,

up- yp- ao**一一a了 Xp1-- - a｡*Xp｡
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正規分布 に従 うと仮定 され る｡ これに対 して, ファジィ回帰分析では入出力関係を明確

な関数関係 とはみなさず,実測値 とモデルによる推定値 とのずれは,入出力関係を表す シ

ステム構造 のあいまい性 に依存す ると仮定 され る｡ ファジィ回帰分析 では,パ ラメータが

ファジィ数で表 され るようにファジィ線形 モデルを定義す る｡

Y (xp) - Ao+ AIXpl+･.･+ Anxpn (5)

回帰係数 Ai(i-0,1,- ,∩) はファジィ数 である｡

ファジィ回帰分析 のファジィパ ラメータA iを左右対称 な し-Lファジィ数 とし,次のよ

うに表す｡

Ai- (ai,Ci) L (i- 0,1,-, n ) (6)

a iは中心, c iは広が りである｡ このファジィ数 は, (7)式であ らわす三角型のメン

バー シップ関数で特性づけ られる｡

FLA (ai) - max (0,I- Ixil) (7)

ここでは,通常の入力データⅩp- (Xpl,Xp2,-,Xp｡) と対応する通常の出力データyp

の組 と して,入出力データ (Xp,y【,) (p- 1,-,m ) がすべて実数で与え られている場

合 に限定 して, ファジィ回帰 モデルの定式化 について述べ る3) 4) ｡

ここで,与え られた実測値 ypとモデルによる推定値Y (X p) の関係を (8)のように仮

定す る｡ モデルによる推定値が実際の実測値を包含す ると仮定 している｡

yp∈ [Y (Xp)] h p- 0,1,-,m (8)

ただ し, 0くhく1である｡ [Y (′Xp) ] hは推定 ファジィ数の hレベル集合で,以下

のように定義 され る｡

[Y (Xp)] h - ty l〟 Y (Xp) (y) ≧h) (9)

ファジィ回帰分析 の問題 は,m佃 のデー タを hレベルの集合内に包含す るように,推定

ファジィ数 Y (Ⅹp) の幅の総和を最小にす ることである｡つ まり, (8)を制約条件 とし

て, 目的関数であるファジィ数の幅の総和 ∑ C▲(Xp)を最小にす ることにより, ファジィ

パ ラメータを求めることができる｡ この間題 は,線形計画法の問題 と して解 くことができ

る｡

したが って.以下 のように定式化す ることがで きる｡

目的関数 ∑ ci(Ⅹp) - m ln

制約条件

ai(Ⅹp) - (1-h)ci(Xp) ≦yp p-1,-,m

ai(Xp) + (1-h)ci(Xp) ≧yp p-1,-,m

ci≧ O i-0,･-,∩

計測計数 ai,Ci

計測計数 も, hで設定 され る一定の幅を もつ｡

(10)

(ll)

(12)

(13)
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2.モデル設定とデータ

はじめに,通常の回帰モデルを以下のように設定する｡ これは,従来の食料消費行動の

分析でよく用いられてきたM.Nerlove型の動学モデルで,独立変数に所得 ･外食の価格 ･

消費習慣を用い,外食費を従属変数 とする｡

logy-βo+βllogxl+β210gx2+β3logy-1 (14)

yは 1人当り外食費で, 1人当たり1か月間の実質支出金額を用いる｡実質化に際 して

のデフレ一夕は,当該項目の消費者物価指数である. x lは 1人当り所得で, 1人当たり1

か月間の実質消費支出絵額を用いる｡ 実質化に際 してのデフレークは,消費者物価指数 (紘

合)である｡ Ⅹ2は外食費の価格で,当該項目の消費者物価指数を消費者物価指数 (総合)

で除 した相対価格指数を用いる｡y-1は前年度の 1人当り外食費である｡βO-β3は推定

すべきパラメータである｡

分析に用いる資料は,総務庁統計局 『家計調査年報』 (全国全世帯 ･1963-97年の各年版)

の 1世帯当り年平均 1か月間の収入と支出である｡ 計測期間は1964年から1997年の34年間で

ある｡

(14)式の外食費の支出関数に対 して,次に示すファジィ線形回帰モデルを適用 して推計す

るO独立変数および従属変数,推計に用いるデータはすべて(14)式と同 じであるo

logy- (ao,co)L+ (al,Cl)Llogxl+ (a2,C2)Llogx2+ (a3,C3)Llogy-1 (15)

結果 と考察

最小 2乗法により(14)式を推計 した結果は,以下に示すとおりである｡

logyニー4.1498* + 0.6236日 logx1-0.5973**logx2+0.6372* *ユogy-1

(3.2102)(3.5722) (2.6826) (5.9552)

R2-0.9936

かっこ内の数値は t値,R2は自由度修正済み決定係数を示す｡また, t検定で**は 1

%水準, *は5%水準で有意な結果を示す ものとする｡

計測結果をみると,所得弾力性は0.6236を示 し正常財と位置づけられ,一般的にもたれて

いる高級感や娯楽性というイメージとは異なる結果である. 最近のクロスセクション分析1

においても,外食の所得弾力性は 1を超え上級財と認識 される｡ しか しながら,バブル崩

壊後は消費者の価格意識が厳 しくなり,それに対応 して供給側の外食産業の業態 も変化 し,

チェーン店を大規模展開 し低価格路線を進めるファース トフー ドやファミリーレス トラン

が急成長 している｡外食がかつてのように特別な食事ではなくなり,家庭の食事に代わる

日常の食事として浸透 し,定着 してきていることも事実である｡価格弾力性 も0.5973で非弾

力的という結果になったのも,習慣効果が0.6372という比較的高い値を示 したことも,前述

1 総務庁統計局 『家計調査年報1997年』412頁によると,全世帯の外食の支出弾力性は

1.1358であった｡
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したように食生活の一部 として外食が担 う役割が高 まってきたことを考えると合致する結

果である｡ このように長期間にわたる推計では,消費者の意識や生活スタイルが変わ り,

消費行動 もまた変化 しているということを考慮 して分析す る必要があると言えよう｡

そこで,(15)のように設定 したファジィ回帰モデルを推計 した｡適合度 α-0.5として推計

した結果 は,以下 に示す とお りである｡

logy- (-3.072,0.000:)+(0.557,0.007)logxl+(-0.281,0.000)logx2

+ (0.600,0.000)logy-1

か っこ内の左側の数値はファジィパ ラメータの平均値,右側の数値は広が りのパラメー

タを示 している｡ 図 1および図 2は, ファジィ回帰分析 による外食の支出金額の変化を示

した ものである｡

図 1 ファジイ回帰モデル による外食費の推定支出幅

支
出

金

額
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注)◇は実測値を示す｡棒の上段は上限値､下段は下限値を示す｡

通常の回帰 モデルとファジィ回帰モデルの結果を比較す ると,共通 して所得弾力性か ら

は正常財で価格弾力性か らは非弾力的で習慣効果 も認め られ,両者は矛盾 しない結果であっ

た｡ ファジィパ ラメータの平均値 ao～a3は,通常の回帰分析 によるパ ラメータより絶対

値が小 さくな っているが,外食費に対する変数の感度が広が りのパ ラメータに吸収 されて

いるものと考え られる｡ さらに, ファジィ回帰 モデルにおいて, ファジィパラメータao,
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a2, a3の広が りパラメータはC0-0, C2-0, C3-0であるのに対 して, alの広

が りパラメータ C 1-0.007となっている｡ これは,外食の相対価格 と習慣効果が外食の支

出金額に対 して直接的に影響を及ぼ しているのに対 し,所得は,ある種のあいまいさをもっ

て外食の支出金額 に間接的な影響を与えていることを示す ものである｡ つまり,所得 と外

食費の関係は,単純な線形関係で表現 しきれず,それ以外の要因が複雑 に絡 まり合 って間

接的な影響を与え合 う関係 として捉えることが可能になることを意味 している｡図 1と図

2は,ファジィ回帰分析の特徴であるが,上下限に幅を もたせて外食の支出金額の可能性

を示 している｡ 可能性の幅は,年 々広がる傾向を示 している｡長期間にわたり食の外部化

が着 々と進行 してきたことや,その間外食産業 も多様化 し外食の内容 も様変わ りしてきた

ことなどを考えると,可能性の幅の広が りはあいまいさを含む間接的な影響かより複雑 さ

を増 してきたと推察 される｡

図 2 ファジイ回帰モデルによる外食費の推定支出金額 (推定値 と実測値の比較)
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注)×は中央値､棒の上段は上限値､下段は下限値を示す｡
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要 約

1970年代後半以降は,食事内容 よ りも形態 における変化が顕著にみ られるようにな り,著

しく食の外部化の進展 している｡ その背景 には,消費者の生活 スタイルの変化や食 に対す

る意識や価値観の変化かある｡ また,外食産業の急成長や消費者ニーズを取 り入れた展開

か繰 り広げ られているとい う消費者 を とりま く環境変化 もある｡ そこで, ファジィ回帰 モ

デルを用いて外食の支出行動を分析 した｡ 同時に,通常の回帰分析 も行い両者 の結果 を比

較 してみた｡ パ ラメータの傾向は同 じであ ったが,絶対値 はファジィ回帰モデルによる結

果のほうが小 さくな って,外食費に対す る変数の感度が広が りのパ ラメータに吸収 されて

いることが明 らかにな った｡外食の相対価格 と習慣効果は,外食費に対 して直接的に影響･

しているが,外食費 と所得 との関係 においては,ある種のあいまいさが間接的に影響 を及

ぼ していることが判明 し,外食の支出行動 に関す る分析 においてファジィ回帰 モデルを適

用す ることが有効であることが示 された｡

本研究のファジィ回帰 モデルの推計 は,鳥取大学農学部笠原浩三教授研究室 にて行 った

ものである｡ ご指導 ご助言 に対 し,厚 く御礼 申 し上 げます｡
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